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論 文内容の要旨

本論文は，計算幾何学の分野に属する 2次元ピン ・パッキング問題と真円度問題に関する研究の成果

をまとめたもので，5章から構成されている。

第 l章では， コンビュータ・サイエンスの中で急速に発展してきた分野の一つである計算幾何学につ

いて概説するとともに，本研究で取り上げた 2次元ピン ・パッキング問題および莫円度問題に対する着

想と研究内容を述べ，本研究の意義を明らかにしている。

第2章では，ピースに制約を加えた 2次元ピン・パッキング問題に対する 3つの厳密解法を提案し，

その最適性について論じ，少なくともピースの種類が4xl，lx4， 2x2の部分矩形に限定した場

合までは，線形時間で最適解が得られることを明らかにしている。

第3章では，ピースに制約を加えた2次元ピン ・パッキング問題に対する 3つの近似解法を提案し，

その良さを評価している。まず，ピースの種類を3x 2の部分矩形に限定した場合の近似解法を提案し，

この解法が線形時間で最悪の場合でもたかだか高さが 1しか悪くならない近似解が得られることを示し

ている。

次に，ピースの種類をwxlおよびwx 2 (w孟5)の部分矩形に限定した場合の近似解法を提案し，

その良さを既存の近似解法であるレベル ・アルゴリズムとの比較実験を通して評価し，提案した 2つの

近似解法は，計算時間も妥当であり，性能の点でも既存の近似解法よりも良い近似解法であることを示

している。

第4章では，計算幾何学の中心課題の 1つであるポロノイ図を利用することによって，機械部品の精

度として重要な幾何公差の一つである真円度を求める多項式時間の厳密解法が存在することを指摘し，
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その最適性と時間計算量を明らかにしている。

第5章では，結論として本研究で得られた主要な結果を総括している O

論文の審査結果の要旨

本論文は，計算幾何学の発展を背景にして，この分野に属する 2つの問題-2次元ビン・パッキング

問題および真円度問題ーに対して，問題の性格のより詳しい理解と新しい解法を課題にして，新しい着

想を展開し，それぞれの問題に対して次のような成果をあげているO

2次元ビン・パッキング問題については，ピースの種類をwxhの部分矩形に制約し， wおよびhを

逐次増加させて時間計算量がピース数の線形時間となる解法の存在するwおよびhを明らかにすること

を試み，ピースの種類を4xl，lx4， 2x2の部分矩形に限定した場合に対して線形時間で最適解

が求まる解法を考案し，線形時間の解法が存在するwおよびhの限界に対する目安を得ている。

また，ピースの種類をwxlおよびwx2 (w孟5)の部分矩形に制約した場合について wが4以

下の場合の解法の考え方およびそのものを活用した近似解法を考案し，これらの解法が優れていること

を実験によって確かめている。

真円度問題については，ボロイノ図を利用した解法を考案し，時間計算量が点の数の多項式時間であ

ることを明らかにして，この問題に多項式時間の解法が存在することを指摘している。

以上のように，本論文は， 2次元ピン・パッキング問題および真円度問題に対して新しい考えを展開

し，これらの問題に対して理論上興味ある知見を得るとともに，実用的にも有用な解法を提案したもの

であって，コンピュータ・サイエンス，計算幾何学の発展に寄与するところが大きい O よって，本論文

は，博士論文として価値あるものと認める O
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